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編集後記

今年も終わりに近づいて，それぞれの 1年を振り返る頃になっていると思う．本年の医学界の
最大ニュースは，メキシコに発端し，燎原の火のごとく世界中に広がった新型インフルエンザウ
イルスH1N1による感染であろう．多くの患者が 19歳以下の青少年であることからみても，過
去の大流行と同様の感染傾向を見せている．
本学会においても，天然痘，コレラなど感染症をテーマにした研究は数多い．それらの多くは

『日本医史学雑誌』に投稿され，その多くが掲載されてきた．今回のインフルエンザ禍が客観的
に検証の対象となり，さまざまな分析が加えられるためにはなお数年を必要とするだろうが，こ
の方面に関心を抱く会員はいまから投稿の用意をされることを期待したい．
明年 6月には第 111回の日本医史学会が長い歴史の中，初めて茨城県水戸市で開催される．近

代の水戸の礎を築いた徳川齊昭はことのほか医学に関心を及ぼし，種痘をはじめ多くの保健医療
事績を残している．水戸烈公の遺徳を知る上でも良い機会になると思う．
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